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は

じ

め

に

筆
者
の
研
究
対
象
は
「
近
代
日
本
に
お
け
る
未
成
年
者
処
遇
に
関
す
る
法
制
度
」
で
あ
り
、
少
年
法
の
前
身
と
み
な
さ
れ
る
明
治
三

十
三
年
感
化
法
な
ら
び
に
明
治
四
十
一
年
改
正
感
化
法
の
形
成
過
程
の
研
究
を
通
じ
て
、
両
法
律
が
対
象
と
し
た
未
成
年
犯
罪
者
・
非

行
未
成
年
者
に
対
す
る
国
家
の
対
応
な
ら
び
に
法
の
あ
り
方
、
そ
し
て
実
際
の
法
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
筆
者

は
今
後
さ
ら
に
研
究
対
象
を
未
成
年
犯
罪
者
犯
罪
・
非
行
未
成
年
者
か
ら
未
成
年
者
全
体
へ
拡
大
し
、
近
現
代
日
本
に
お
け
る
未
成
年

明
治
期
に
お
け
る
刑
事
事
件
と
未
成
年
者
に
関
す
る
一
考
察

―
―
司
法
省
調
査
部
『
刑
事
判
決
書
集
成
』
の
分
析
を
通
じ
て
―
―

田

中

亜

紀

子

は
じ
め
に

一

司
法
省
調
査
部
『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
つ
い
て

二

『
刑
事
判
決
書
集
成
』
収
録
事
件
に
お
け
る
未
成
年
者

三

明
治
四
十
年
刑
法
へ
の
影
響

お
わ
り
に
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者
に
対
す
る
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
通

じ
て
生
じ
た
課
題
に
応
え
る
べ
く
、
明
治
期
の
刑
事
判
決
を
収
録
し
た
『
刑
事
判
決
書
集
成
』
の
分
析
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
に

紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
未
成
年
者
に
関
す
る
刑
事
事
件
判
決
を
検
討
し
、
未
成
年
犯
罪
者
に
対
す
る
法
の
適
用
状
況
な
ら
び
に
判
決

の
制
定
法
に
対
す
る
影
響
を
考
察
す
る
。

こ
れ
ま
で
近
代
日
本
法
制
史
の
分
野
に
お
い
て
判
例
分
析
に
基
づ
く
研
究
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な（
１
）

い
。
し
か
し
な
が

ら
、
民
事
判
決
原
本
の
保
管
問
題
が
生
じ
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
研
究
は
よ
り
活
発
な
も
の
と
な
り
、
林
屋
礼
二
・
石
井
紫
郎
・
青

山
善
充
編
『
図
説

判
決
原
本
の
遺
産
』（
信
山
社
、
一
九
九
八
年
）、
同
編
『
明
治
前
期
の
法
と
裁
判
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）

と
い
っ
た
研
究
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
で
は
国
際
日
本
文
化
研
究
所
に
お
け
る
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー（
２
）

ス
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
明
治
期
に
お
け
る
法
の
実
際
の
適
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
に
述
べ
た
判
決
原
本
公
開
は
民
事
事
件
に
限
定
さ
れ
、
刑
事
事
件
に
つ
い
て
は
い
ま
な

お
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
刑
事
事
件
を
検
討
す
る
場
合
は
、
主
に
大
審
院
判
決（
３
）

集
と
し
て
公
表
さ
れ
た
事
件
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
勿
論
大
審
院
判
決
を
対
象
と
す
る
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
終
審
で
あ
る
大
審
院
が
取
り
扱
っ
た
事
件
は
実
際
に
生
じ

た
事
件
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
分
析
を
通
じ
て
裁
判
の
多
数
を
占
め
た
市
井
の
事
件
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
審

院
判
決
に
お
い
て
は
事
件
の
実
際
な
ら
び
に
初
審
等
で
下
さ
れ
た
判
決
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
筆
者
の
主
た

る
研
究
対
象
で
あ
る
未
成
年
者
に
関
す
る
事
件
を
考
察
す
る
上
で
は
問
題
が
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
筆
者
は
国
立
国
会
図
書
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
『
刑
事
判
決
書
集
成
（
自

明
治
十
四
年

至

同
四
十
五（
４
）

年
）』（
以
下
『
刑
事
判
決
書
集
成
』）
を
分
析
対
象
と
し

て
選
択
し
た
。『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
は
明
治
期
の
刑
事
判
決
が
三
二
五
件
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
収
録
の
対
象
と

な
っ
た
期
間
で
あ
る
。
当
該
対
象
期
間
に
お
い
て
は
、
明
治
十
三
年
刑
法
な
ら
び
に
そ
の
全
面
改
正
で
あ
る
明
治
四
十
年
刑
法
が
施
行

論 説
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さ
れ
、
未
成
年
犯
罪
者
に
関
し
て
は
、
明
治
三
十
三
年
感
化
法
、
明
治
四
十
一
年
改
正
感
化
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
法
が
制
定
・
施
行
さ
れ
た
時
期
に
お
け
る
法
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
資
料
的
制
約
な
ど
の
理
由
か
ら
未
だ
十
分
に
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
『
刑
事
判
決
書
集
成
』
の
分
析
を
通
じ
、
明
治
期
に
お
け
る
刑
事
事
件
と
未
成
年
者
の
関
係

を
考
察
す
る
。

一

司
法
省
調
査
部
『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
つ
い
て

１

『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
つ
い
て

『
刑
事
判
決
書
集
成
』
の
対
象
時
期
は
明
治
一
四
年
か
ら
明
治
四
五
年
で
あ
り
、
対
象
裁
判
所
は
東
京
裁
判（
５
）

所
、
東
京
始
審
裁
判
所

及
び
東
京
地
方
裁
判
所
、
東
京
区
裁
判
所
な
ら
び
に
そ
の
前
身
の
東
京
治
安
裁
判
所
で
あ
る
。
は
し
が
き
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う

（
６
）

に
、
当
該
資
料
は
該
当
時
期
に
対
象
裁
判
所
に
お
い
て
出
さ
れ
た
刑
事
事
件
判
決
を
集
め
て
、
年
代
順
に
な
ら
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
作
成
目
的
は
、

証
拠
説
明
の
簡
略
化
と
い
ふ
こ
と
を
中
心
的
命
題
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
或
は
事
実
の
判
示
に
付
又
法
律
適
用
の
記
載
に
付
、
刑

事
判
決
書
の
書
き
方
如
何
が
論
議
せ
ら
る
る
こ
と
既
に
久
し
い
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
判
事
は
日
夜
絶
え
ず
細
心
の
注
意
と
工
夫

と
を
凝
ら
し
て
名
実
共
に
よ
り
良
き
判
決
書
を
も
の
す
べ
く
苦
心
を
重
ね
、
又
立
法
上
も
種
々
の
試
み
が
為
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、

現
に
行
は
れ
て
ゐ
る
が
如
き
刑
事
判
決
書
の
型
は
一
体
如
何
な
る
経
過
変
遷
の
下
に
産
み
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
之
を
沿

革
的
に
遡
つ
て
眺
め
ん
と
す
る
と
き
、
不
幸
に
し
て
甚
だ
其
の
資
料
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。

茲
に
於
て
叙
上
の
意
味
即
ち
故
き
を
温
ね
て
以
て
新
し
き
を
知
ら
ん
が
為
、
比
較
的
参
照
価
値
の
多
い
明
治
年
間
の
裁
判
所
を
蒐

め
る
こ
と
と
し
（
後（
７
）

略
）

明治期における刑事事件と未成年者に関する一考察
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
刑
事
判
決
書
の
書
き
方
に
関
す
る
議
論
の
存
在
を
背
景
と
し
て
、
刑
事
判
決
文
の
型
の
変
遷
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
異
な
つ
た
型
の
も
の
は
出
来
得
る
限
り
多
種
蒐
集
す
る
に
努
め
た
が
、
用
紙
節
約
の
為
数
を
制

限
し
た
の
で
勿
論
網
羅
し
た
と
は
謂
ひ
得
な
い
」、「
又
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準
型
と
も
謂
ふ
べ
き
型
を
産
ん
で
ゐ
る
が

之
は
孰
れ
も
幾
多
の
異
種
型
の
試
み
の
淘
汰
の
結
果
と
見
受
け
ら
れ
る
。
然
し
是
亦
数
を
制
限
し
た
為
十
分
に
這
般
の
消
息
を
表
現
し

得
な
か
つ
た
憾
み
が
あ
る
。
殊
に
初
期
の
も
の
に
付
て
然
り
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
該
当
時
期
に
お
け
る
全
て
の
刑
事
判
決
を
収

録
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
収
集
に
際
し
て
は
、
事
件
内
容
で
は
な
く
刑
事
判
決
文
の
型
に
注
目
し
、
異
な
っ
た
型
（
刑
事
判
決

の
型
）
を
蒐
集
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
た
な
ど
、
一
定
の
限
界
を
有
す
る
資
料
で
は
あ
る
。

さ
て
、
当
該
資
料
に
収
録
さ
れ
た
判
決
数
は
三
二
年
間
で
三
二
五
件
で
あ
り
、
年
度
別
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
一
で
あ
る
。

表
一

明
治

一
四

一
〇

明
治

二
二

七
（
一
）

明
治

三
〇

一
四
（
四
）

明
治

三
八

六

一
五

一
七
（
七
）

二
三

一
八
（
四
）

三
一

六

三
九

六

一
六

二
〇
（
三
）

二
四

二
五
（
四
）

三
二

五

四
〇

六

一
七

九

二
五

一
五
（
五
）

三
三

七

四
一

七

一
八

一
二

二
六

一
五
（
一
）

三
四

八

四
二

六

一
九

一
三

二
七

一
四
（
四
）

三
五

七
（
一
）

四
三

四

二
〇

八
（
一
）

二
八

一
四

三
六

九

四
四

四

二
一

七
（
一
）

二
九

一
一

三
七

九
（
一
）

四
五

六

三
二
年
間

三
二
五
件
。（

）
の
中
の
数
字
は
被
告
が
未
成
年
者
の
事
件
数
。

論 説
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右
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
は
、
年
に
よ
り
多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
該
当
時
期
の
刑
事
判

決
が
毎
年
収
録
さ
れ
て
い
る
。

２

民
事
判
決
と
刑
事
判
決
の
相
違

次
に
刑
事
判
決
を
検
討
す
る
前
に
、
未
成
年
者
が
関
係
す
る
民
事
事
件
と
刑
事
事
件
の
相
違
を
確
認
す
る
。

明
治
期
に
制
定
さ
れ
た
民（
８
）

法
な
ら
び
に
民
事
訴
訟（
９
）

法
上
に
は
未
成
年
者
の
年
齢
に
特
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
条
文
は
存
在

し
な
い
。
そ
の
た
め
、
民
事
事
件
に
は
原
被
告
側
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
未
成
年
者
を
は
じ
め
と
す
る
訴
訟
当
事
者
の
年
齢
が
明
記
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
管
見
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
民
事
事
件
に
お
け
る
未
成
年
者
は
、
原
告
側
と
し
て
は
そ
の
後
見
人
の
財

産
管
理
能
力
に
関
す
る
親
権
問（
１０
）

題
な
ど
、
被
告
側
と
し
て
は
奉
公
関
係
な
ど
、
そ
し
て
原
告
・
被
告
以
外
の
場
合
と
し
て
は
、
子
の
引

き
渡
し
や
養
育
料
請
求
な
ど
に
関
連
し
て
登
場
す
る
。
し
か
し
、
訴
訟
は
未
成
年
者
の
周
囲
の
人
物
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
未
成
年
者
が
積
極
的
に
事
件
に
関
与
し
て
い
る
事
例
は
未
だ
発
見
で
き
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
明
治
十
三
年
刑
法
に
定
め
ら
れ
た
年
齢
区
分
と
責
任
能
力
規
定
を
反
映
し
、
同
刑
法
が
施

行
さ
れ
た
明
治
十
五
年
以
降
は
、
判
決
文
（
言
渡
書
）
冒
頭
に
お
け
る
住
所
・（
職
業
）・
氏
名
の
記
載
に
つ
い
で
年
齢
を
明
記
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
判
決
に
お
い
て
は
、
事
件
内
容
を
整
理
し
、
該
当
条
文
を
述
べ
た
上
で
、
各
年
齢
層
に
応
じ
た
減
刑

等
を
行
っ
て
い
る
。

明治期における刑事事件と未成年者に関する一考察
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二

『
刑
事
判
決
書
集
成
』
収
録
事
件
に
お
け
る
未
成
年
者

１

未
成
年
者
の
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
規
定

さ
ら
に
『
刑
事
判
決
書
』
の
検
討
に
先
だ
っ
て
、
以
下
で
は
未
成
年
者
の
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
規
定
に
つ
い
て
簡
潔
に
整
理
す
る
。

明
治
初
期
刑
事
法
で
あ
る
「
仮
刑
律
」、「
新
律
綱
領
」、「
改
定
律
例
」
の
中
に
未
成
年
者
の
犯
罪
に
対
す
る
規
定
は
無
い
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
収
録
さ
れ
た
刑
事
判
決
に
適
用
さ
れ
た
の
は
主
と
し
て
「
明
治
十
三
年
刑
法
（
以
下
旧
刑

法
）」
な
ら
び
に
旧
刑
法
の
全
面
改
正
で
あ
る
「
明
治
四
十
年
刑
法
（
現
行
刑
法
）」
で
あ
り
、
本
稿
で
取
り
扱
う
未
成
年
者
事
件
（
明

治
一
五
―
三
七
年
）
に
関
し
て
は
旧
刑
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

「
旧
刑
法
」
に
お
け
る
未
成
年
者
関
連
の
条
文
は
以
下
の
三
条
で
あ
る
。

第
七
十
九
條

罪
ヲ
犯
ス
時
十
二
歳
ニ
満
サ
ル
者
ハ
其
罪
ヲ
論
セ
ス
但
満
八
歳
以
上
ノ
者
ハ
情
状
ニ
因
リ
満
十
六
歳
ニ
過
キ
サ
ル
時

間
之
ヲ
懲
治
場
ニ
留
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
八
十
條

罪
ヲ
犯
ス
時
満
十
二
歳
以
上
十
六
歳
ニ
満
サ
ル
者
ハ
其
所
為
是
非
ヲ
弁
別
シ
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
審
案
シ
弁
別
ナ
ク
シ
テ

犯
シ
タ
ル
時
ハ
其
罪
ヲ
論
セ
ス
但
情
状
ニ
因
リ
満
二
十
歳
ニ
過
キ
サ
ル
時
間
之
ヲ
懲
治
場
ニ
留
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
若

シ
弁
別
ア
リ
テ
犯
シ
タ
ル
時
ハ
其
罪
ヲ
宥
恕
シ
テ
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減
ス

第
八
十
一
條

罪
ヲ
犯
ス
時
満
十
六
歳
以
上
満
二
十
歳
ニ
満
サ
ル
者
ハ
其
罪
ヲ
宥
恕
シ
テ
本
刑
ニ
一
等
ヲ
減
ス

以
上
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
時
の
年
齢
（
満
八
歳
、
満
一
二
歳
、
満
一
六
歳
、
満
二
〇
歳
）
に
よ
っ
て
刑
の
適
用
に
差
を
設
け
、

�
犯
罪
時
の
年
齢
が
満
一
六
歳
以
上
満
二
〇
歳
未
満
の
者
に
対
し
て
は
一
等
減
刑
を
行
う
。
�
犯
罪
時
の
年
齢
が
満
一
二
歳
以
上
満
一

六
歳
未
満
の
者
に
対
し
て
は
犯
罪
時
の
是
非
弁
別
を
問
い
、
是
非
弁
別
が
無
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
罪
を
問
わ
な
い
が
、
満
二
〇
歳
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ま
で
の
一
定
期
間
は
は
懲
治
場
に
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
是
非
弁
別
が
有
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
二
等
減
刑
を
行
う
。

�
原
則
的
に
満
一
二
歳
未
満
の
犯
罪
者
に
対
し
て
は
罪
を
問
わ
な
い
が
、
満
八
歳
以
上
の
者
は
事
情
に
よ
り
満
一
六
歳
ま
で
の
一
定
期

間
は
懲
治
場
に
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
旧
刑
法
で
は
未
成
年
者
の
相
対
的
刑
事
責
任
能
力
と
そ
れ
に
対
す
る
減
刑
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
未
成
年
犯
罪
者
に
対

す
る
減
刑
の
根
拠
と
し
て
は
第
八
十
・
八
十
一
條
に
「
罪
ヲ
宥
恕
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
未
成
年
犯
罪
者
に
関
す
る
七
十

九
―
八
十
一
条
の
規
定
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
以
下
で
は
明

治
十
三
年
刑
法
に
関
し
て
最
初
に
作
成
さ
れ
た
法
案
で
あ
る
、
日
本
帝
国
刑
法
初
案
（
明
治
九
年
四
月
上
申
、
以
下
「
初
案
」）
に
お

け
る
未
成
年
犯
罪
者
規
定
を
検
討
す
る
。

「
初
案
」
に
お
い
て
未
成
年
者
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い（
１１
）

た
。

第
四
十
八
条

罪
ヲ
犯
ス
時
七
歳
以
下
ノ
者
及
ヒ
瘋
癲
白
癡
ノ
者
ハ
其
罪
ヲ
論
セ
ス

第
五
十
五
条

七
歳
以
上
十
五
歳
以
下
ノ
者
犯
罪
故
意
ニ
出
レ
ハ
宥
恕
減
軽
シ
テ
罪
ヲ
科
ス
但
シ
剥
權
監
視
ヲ
附
加
セ
ス
死
刑
無
期

徒
刑
流
刑
ニ
該
レ
ハ
五
年
以
上
十
五
年
以
下
ノ
禁
錮
ニ
處
ス
有
期
徒
刑
禁
獄
ノ
刑
ニ
該
ル
ハ
本
條
ニ
記
載
ス
ル
刑
ノ

半
以
下
二
年
以
上
ノ
禁
錮
ニ
處
ス
懲
役
禁
錮
ノ
刑
ニ
該
レ
ハ
本
條
ニ
記
載
ス
ル
刑
ノ
半
以
下
ノ
禁
錮
ニ
處
ス

第
五
十
六
條

七
歳
以
上
十
五
歳
以
下
ノ
者
犯
罪
故
意
ニ
出
〔
ツ
〕
ル
ニ
非
〔
サ
〕
レ
ハ
宥
恕
シ
テ
親
屬
ニ
交
付
シ
又
ハ
懲
治
所
養

育
場
ニ
入
レ
之
ヲ
懲
戒
ス
但
其
期
限
ハ
年
齢
二
十
歳
ニ
過
ル
ヲ
得
ス

旧
刑
法
と
異
な
り
、「
初
案
」
の
未
成
年
犯
罪
者
規
定
条
文
は
連
続
し
て
配
置
さ
れ
て
お
ら（
１２
）

ず
、
旧
刑
法
と
は
区
分
年
齢
、「
是
非
ヲ

弁
別
」
で
は
な
く
「
故
意
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
等
が
異
な
る
。
ま
た
、「
宥
恕
」
の
言
葉
は
既
に
「
初
案
」
段
階
か
ら
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
幼
者
お
よ
び
一
五
歳
以
下
の
者
に
対
す
る
犯
罪
不
論
、
宥
恕
減
刑
規
定
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
理

明治期における刑事事件と未成年者に関する一考察
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解
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
刑
法
編
集
会
議
に
並
行
し
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
「
佛
國
刑
法
講
義
」
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
佛
國
刑
法
講
義
」
に
お
い
て
、
一
六
歳
以
下
の
者
に
よ
る
犯
罪
は
、「
狂
癲
人
ノ
場
合
ト
聊
カ
似
タ
ル
所
ナ
リ

即
チ
其
犯
人
十
六
歳
以
下
ニ
テ
其
罪
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ス
シ
テ
犯
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
説
明
し
、「
其
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
ト
モ
之
ヲ
罪

ア
リ
ト
為
サ
丶
ル
ナ（
１３
）

リ
」
と
述
べ
、「
故（
１４
）

意
ヲ
以
テ
其
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
時
ハ
之
レ
ヲ
罰
ス
ヘ
キ
ナ
リ
尤
其
刑
ハ
極
テ
軽
キ
罪
ニ
處
ス
ル

ナ（
１５
）

リ
」、
つ
ま
り
自
分
の
行
為
が
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
得
る
能
力
の
有
無
を
検
討
し
、
認
識
し
て
い
な
い
場
合
は
罪
に
問

わ
ず
、
認
識
し
て
い
る
場
合
は
減
刑
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
、
一
六
歳
を
刑
事
責
任
能
力
の
基
準
年
齢
と
し

た
理
由
を
、「
佛
國
ニ
テ
二
十
一
歳
マ
テ
ハ
人
智
ノ
未
タ
具
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
ナ
リ

然
シ
事
ノ
善
惡
邪
正
ヲ
辨
知
ス
ル
ハ
必
シ
モ

二
十
一
歳
マ
テ
ヲ
待
タ
ス
十
六
歳
ヲ
以
〈
テ
〉
足
レ
リ
ト
為
ス
ナ（
１６
）

リ
」、「
幼
者
ハ
全
ク
人
ノ
人
タ
ル
智
ヲ
具
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
之
レ

ヲ
無
罪
ト
為
ス
ナ
リ（
１７
）

」
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
犯
罪
時
の
「
事
ノ
善
惡
邪
正
ヲ
辨
知
ス
ル
」
こ
と
の
有
無
を
重
視
し
て
い
る
。
そ

の
他
、「
十
六
歳
以
下
ヲ
以
テ
幼
者
ト
定
メ
タ
ル
ハ
何
歟
〈
カ
〉
據
ル
所
ア
ル
コ
ト
ナ
ル
ヤ
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、「
國
ノ
寒
暖
ニ

仍
テ
差
異
ア
ル
而
已
故
ニ
十
四
歳
以
下
ヲ
幼
者
ト
為
セ
ル
國
ア
ル
佛
國
ニ
テ
先
ツ
其
寒
暖
ノ
度
ニ
應
シ
十
六
歳
ヲ
以
テ
幼
者
ト
為
シ
タ

ル
モ
ノ
ナ
リ

然
リ
此
刑
法
上
ニ
於
テ
ハ
或
説
ニ
十
四
歳
以
下
ヲ
無
罪
ト
為
シ
十
五
歳
ヨ
リ
二
十
歳
迄
ハ
幾
部
分
カ
ノ
減
等
ヲ
為
シ
二

十
歳
以
上
ハ
全
ク
本
刑
ヲ
以
〈
テ
〉
處
ス
ヘ
シ
ト
為
ス
モ
ノ
ア
リ

佛
國
ニ
於
テ
ハ
十
六
歳
以
下
ノ
罪
犯
ハ
故
意
ト
無
意
ト
ニ
仍
テ
無

罪
ト
減
等
ト
ノ
區
別
ア
リ
然
レ
ト
モ
若
シ
十
六
歳
六
ヶ
月
ニ
テ
犯
シ
タ
ル
時
ハ
即
チ
本
刑
ヲ
以
テ
處
ス
ル
ナ
リ
故
ニ
此
十
六
歳
六
ヶ
月

ノ
者
ト
二
十
歳
ノ
者
ト
ヲ
比
較
ス
レ
ハ
其
智
慧
ノ
多
少
ハ
固
ヨ
リ
同
等
ニ
論
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
然
ラ
ハ
或
説
ノ
如
ク
三
等
ニ
區
別

ヲ
為
ス
モ
然
ル
可
キ
ナ
リ
」、
つ
ま
り
、
刑
事
責
任
無
能
力
者
と
す
る
年
齢
は
、
各
国
の
事
情
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
は
十
六
歳
未
満
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
一
六
歳
以
上
二
〇
歳
未
満
の
犯
罪
者
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
年
齢
に
応
じ
て
加
刑
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に
段
階
を
設
定
す
る
こ
と
も
妥
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い（
１８
）

る
。

ま
た
、「
宥
恕
減
刑
」
の
基
礎
と
な
っ
た
訳
語
で
あ
る
「
赦（
１９
）

宥
」
に
つ
い
て
は
、「
赦
宥
ハ
固
ヨ
リ
罪
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
決
シ
テ
無
罪

ト
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
然
シ
其
情
状
ヲ
以
テ
論
ス
ル
時
ハ
公
益
ヲ
害
ス
ル
ト
道
徳
ヲ
損
ス
ル
コ
ト
少
シ
故
ニ
之
〈
ヲ
〉
酌
量
シ
テ

其
罪
ヲ
赦
宥
ス
ル
モ
ノ
リ

此
宥
赦
ス
ヘ
キ
場
合
ハ
極
テ
稀
ナ
ル
モ
ノ
ナ（
２０
）

リ
」
と
説
明
し
て
い
る
。
一
六
歳
未
満
で
犯
罪
時
の
是
非
弁

別
が
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
は
、
罪
を
問
う
が
、
例
外
的
に
情
状
に
よ
り
減
刑
を
行
う
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
一
六
歳
以
下
の
幼
者
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
故
意
を
判
断
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
は
、「
裁
判
官
ヨ
リ
陪
審
ヘ
問
ヲ
為
シ
タ

ル
時
陪
審
ヨ
リ
其
實
況
ヲ
具
状
シ
テ
之
ヲ
判
定
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
之
裁
判
官
ヨ
リ
陪
審
ヘ
問
ヒ
ヲ
ナ
ス
ノ
方
法
ハ
治
罪
法
第
三
百
四
十
條

ニ
明
文
ア
リ
十
六
歳
以
下
ノ
幼
者
ニ
ハ
重
軽
罪
ノ
差
別
ナ
ク
一
般
ニ
赦
宥
ヲ
與
ヘ
可
キ
コ
ト
丶
為
セ（
２１
）

リ
」
と
し
、
犯
罪
の
種
類
を
問
わ

ず
、
た
と
え
「
皇
帝
ノ
生
命
ニ
對
シ
タ
ル
場
合
」
で
も
、
幼
者
の
犯
罪
は
、「
全
ク
其
犯
罪
ノ
責
メ
ヲ
重
モ
ニ
歸
セ
ス
シ
テ
論
シ
タ
ル

モ
ノ
ナ
リ
」
と
説
明
し
て
い（
２２
）

る
。
こ
の
よ
う
に
幼
年
犯
罪
者
に
関
す
る
規
定
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
陪
審
制
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
限

定
さ
れ
て
い
た
に
せ
よ
市
民
に
よ
る
判
断
を
経
て
、
個
々
の
犯
罪
時
に
お
け
る
是
非
弁
別
の
有
無
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
当
時
の
日
本
は
陪
審
制
を
取
り
入
れ
ず
、
旧
刑
法
の
下
で
は
未
成
年
犯
罪
者
の
是
非
弁
別
能
力
の
有
無
の
判
断
は
裁
判

官
に
委
ね
ら
れ
て
い（
２３
）

た
。

そ
の
後
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
講
義
を
受
け
た
人
々
に
よ
り
、
刑
法
編
集
会
議
を
経
て
作
成
さ
れ
た
「
改
正
刑
法
名
例
案
」
が
元
老
院
の

審
議
に
付
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
井
上
毅
は
「
改
正
刑
法
名
例
案
」
に
対
す
る
修
正
意
見
の
中
で
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
抑
々
幼
者
犯
罪
ノ
者
有
識
無
識
ヲ
分
ル
コ
ト
實
際
ノ
難
キ
所
彼
レ
陪
審
ア
リ
猶
ホ
衆
心
ヲ
以
テ
推
知
ス
ベ
シ
我
レ
ハ
則
チ
コ
レ
ナ
シ

更
ニ
手
ヲ
措
キ
難
シ
第
五
十
六
條
ヲ
割
愛
シ
而
〆
支
那
律
ニ
依
リ
七
歳
以
下
ヲ
以
テ
更
ニ
限
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
可
ナ
リ（
２４
）

」
つ
ま
り
、
井
上

は
そ
も
そ
も
未
成
年
犯
罪
者
の
是
非
弁
別
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
難
し
い
こ
と
を
述
べ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
陪
審

明治期における刑事事件と未成年者に関する一考察
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を
通
じ
て
一
般
人
の
感
覚
を
加
味
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
是
非
弁
別
を
判
断
す
る
困
難
を
克
服
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
陪
審
が
存

在
し
な
か
っ
た
日
本
に
お
い
て
は
更
に
判
断
に
は
困
難
が
伴
う
こ
と
を
指
摘
し
、
是
非
弁
別
を
判
断
す
る
規
定
の
削
除
を
提
案
し
た
の

で
あ
る
。
井
上
は
「
第
五
十
條

七
歳
以
上
十
五
歳
以
下
ノ
者
禁
獄
ハ
他
囚
ト
獄
ヲ
異
ニ
シ
教
育
ヲ
行
フ
其
二
十
歳
ニ
満
レ
ハ
本
獄
ニ

移
ス
」
と
い
う
修
正
案
を
提
案
し
た
が
、
こ
の
修
正
案
は
反
映
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
旧
刑
法
は
明
治
一
三
年
に
成
立
し
、
一
五
年
か
ら

施
行
さ
れ
た
。
旧
刑
法
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
規
定
は
先
に
掲
げ
た
様
に
一
二
歳
を
基
準
と
し
、
八
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
犯
罪
者

を
三
段
階
に
分
け
、
一
二
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
の
犯
罪
者
に
対
し
て
は
犯
罪
時
の
是
非
弁
別
を
検
討
し
、
そ
の
有
無
に
よ
っ
て
無
罪
も

し
く
は
有
罪
を
言
い
渡
す
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
未
成
年
者
に
関
す
る
旧
刑
法
上
の
規
定
は
明
治
四
十
年
刑
法
で
は
削
除
さ
れ
、

新
た
に
「
第
四
十
一
條

十
四
歳
ニ
満
タ
サ
ル
者
ノ
行
為
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス
」
と
規
定
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

以
下
で
は
こ
の
両
刑
法
の
期
間
に
下
さ
れ
た
三
七
件
の
判
決
に
つ
い
て
、
未
成
年
者
に
対
す
る
規
定
の
適
用
状
況
を
検
討
す
る
。

２

事
例
検
討

表
二
は
、『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
収
録
さ
れ
た
三
二
五
事
件
中
、
未
成
年
者
が
被
告
と
な
っ
た
三
七
事
件
の
、
判
決
言
渡
年
度
、

事
件
、
判
決
時
年
齢
、
そ
し
て
判
決
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

表
二年

事

件

名

判
決
時
年（
２５
）

齢

判

決

明
治
一
五

窃
盗

一
八
年
一
ヶ
月

重
禁
錮
三
月
＋
監
視
六
月

窃
盗

不
明
（
―
二
〇
）

其
罪
ヲ
論
ゼ
ズ
（
已
ニ
懲
役
十
年
ニ
處
セ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
）

論 説

（阪大法学）５４（３―１１４）７５８〔２００４．９〕



殺
人

不
明

（
―
二
〇
）

無
期
徒
刑

強
盗

一
九
年
三
ヶ
月

重
懲
役
九
年

窃
盗

不
明
（
一
二
―
一
六
）

東
京
軽
罪
裁
判
所
ニ
移
ス
者
也

放
火

一
七
年
九
ヶ
月

無
罪
（
証
憑
不
充
分
）

窃
盗

一
八
年

重
禁
錮
八
月
＋
監
視
十
月

明
治
一
六

強
盗

一
九
年
五
ヶ
月

無
罪
（
証
憑
不
充
分
）

雑
犯
律
不
応
為

二
一
年

収
贖
金
一
円
五
十
銭

窃
盗

八
年
一
ヶ
月

不
論
罪
（
五
月
間
懲
治
場
留
置
）

明
治
二
〇

窃
盗

一
九
年
四
月

重
禁
錮
二
月
＋
監
視
六
月

明
治
二
一

強
盗
致
傷

一
九
年
一
〇
月

六
年
ノ
軽
懲
役

明
治
二
二

強
盗
致
死

一
九
年
一
二
月

無
期
徒
刑

明
治
二
三

強
盗

一
九
年
三
月

八
年
ノ
軽
懲
役

窃
盗

満
一
四
年

重
禁
錮
二
月
＋
監
視
六
月

放
火

明
治
一
四
年
七
月
生
（
八
―
一
二
）

不
論
罪
（
満
二
年
間
懲
治
場
留
置
）

窃
盗

一
九
年
三
ヶ
月

重
禁
錮
五
月
＋
監
視
六
月

明
治
二
四

持
兇
器
強
盗
未
遂

一
九
年
七
月

重
禁
錮
四
年
＋
監
視
一
年

私
印
及
約
束
手
形
偽
造
行
使
詐

欺
取
罪

明
治
五
年
二
月
生
（
一
六
―
二
〇
）

重
禁
錮
四
年
＋
監
視
一
年

明治期における刑事事件と未成年者に関する一考察

（阪大法学）５４（３―１１５）７５９〔２００４．９〕



窃
盗

生
年
不
詳
ノ
一
八
年

重
禁
錮
三
月
＋
監
視
六
月

窃
盗

満
一
六
年

重
禁
錮
二
月
十
五
日
＋
六
月
ノ
監
視

明
治
二
五

放
火
未
遂

九
年
二
月

軽
懲
役
六
年

強
盗
未
遂

二
一
年
正
月
生

予
審
か
ら
重
罪
公
判
へ

放
火
及
監
視
規
則
違
反

一
八
年
三
月
生

有
期
徒
刑
十
四
年

委
託
物
費
消

一
四
年
二
月
生

重
禁
錮
二
十
日

強
盗

一
七
歳
三
月
生

軽
懲
役
六
年

明
治
二
六

放
火
窃
盗

明
治
九
年
一
二
月
生（
一
六
―
二
〇
）

有
期
徒
刑
十
五
年

明
治
二
七

放
火
及
窃
盗

二
一
年
五
月
生
（
一
六
―
二
〇
）

重
懲
役
拾
年

窃
盗
及
び
私
印
私
書
偽
造
行
使

一
八
年
九
月
生

五
月
ノ
重
禁
錮
＋
四
円
ノ
罰
金
＋
六
月
ノ
監
視

窃
盗
及
び
放
火

二
月
生
一
八
年

無
期
徒
刑

故
殺
未
遂

一
月
生
二
〇
年

軽
懲
役
六
年

明
治
三
〇

故
殺

二
〇
年
七
月
生

軽
懲
役
六
年

放
火
未
遂

一
四
年
二
月
生

重
禁
錮
一
年
六
月
＋
監
視
六
月

窃
盗
及
び
強
盗

一
六
年
一
二
月
生

重
禁
錮
一
年
六
月
＋
監
視
八
月

放
火

一
四
年
一
二
月
生

軽
懲
役
六
年

明
治
三
五

放
火

一
四
年
生
月
不
詳

無
罪
（
一
年
六
ヶ
月
間
懲
治
場
ニ
留
置
）

明
治
三
七

謀
殺

一
九
歳
一
一
月
生

重
禁
錮
二
年
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右
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
刑
事
判
決
書
集
成
』
収
録
事
件
に
お
け
る
未
成
年
者
は
、
年
齢
は
判
決
時
八
歳
か
ら
二
一
歳
の
者

ま
で
、
犯
罪
の
種
類
は
窃
盗
や
委
託
物
費
消
か
ら
故
殺
ま
で
と
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
七
件
を
十
三
年
刑
法
で
規
定
さ
れ
た

年
齢
区
分
に
従
っ
て
分
類
す
る
と
、
�
一
六
歳
以
上
二
〇
歳
未
満
二
七
件
（
無
罪
二（
２６
）

件
を
含
む
）、
�
一
二
歳
以
上
一
六
歳
未
満
八
件
、

そ
し
て
�
一
二
歳
未
満
が
二
件
で
あ
る
。
以
下
、
年
齢
区
分
毎
に
判
決
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

�
一
六
歳
以
上
二
〇
歳
未
満
（
無
罪
判
決
二
件
を
含
む
二
七
件
）

刑
法
第
八
十
一
条
が
適
用
さ
れ
る
年
齢
層
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
層
に
属
す
る
未
成
年
者
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
「
刑
法
第
三
百
六
十

六
條
ノ
人
ノ
所
有
物
ヲ
窃
取
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
窃
盗
ノ
罪
ト
為
シ
二
月
以
上
四
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ノ
處
二
十
歳
未
満
ナ
ル
ヲ
以
テ
同
第
八

十
一
條
ニ
依
リ
其
罪
ヲ
宥
恕
シ
テ
本
刑
ニ
一
等
ヲ
減（
２７
）

シ
（
傍
線
。
筆
者
。
以
下
も
同
様
。）」、「
右
被
告
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
三
百
三
十
九

條
ニ
該
当
ス
ル
處
犯
時
年
齢
満
十
六
歳
以
上
二
十
歳
未
満
ナ
ル
ヲ
以
テ
同
第
八
十
一
條
ヲ
適
用
シ
本
刑
ニ
一
等
ヲ
減（
２８
）

シ
」
と
あ
る
よ
う

に
、
犯
罪
事
実
に
対
す
る
該
当
条
文
を
述
べ
た
後
で
、
刑
法
第
八
十
一
条
を
適
用
し
、
刑
を
一
等
減
刑
す
る
と
い
う
定
ま
っ
た
手
順
を

踏
ん
で
い
る
。
そ
も
そ
も
第
八
十
一
條
は
年
齢
に
よ
る
対
応
を
規
定
し
た
条
文
で
あ
り
、
七
十
九
条
・
八
十
条
の
よ
う
に
是
非
弁
別
の

有
無
や
「
情
状
」
を
判
断
す
る
必
要
も
な
い
た
め
、
罪
の
軽
重
に
関
係
な
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
、
犯
罪
と
刑
罰
の
バ
ラ
ン

ス
上
不
均
衡
が
あ
る
と
も
言
え
な
く
も
無
い
。
な
お
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
死
刑
が
科
せ
ら
れ
る
事
件
に
お
い
て
、
未
成
年
者
で
あ

る
が
故
に
一
等
減
刑
が
行
わ
れ
、
無
期
徒
刑
が
科
さ
れ
た
事（
２９
）

例
も
あ
る
。

�
一
二
歳
以
上
一
六
歳
未
満
（
八
件
）

裁
判
官
が
犯
罪
行
為
時
の
是
非
弁
別
の
有
無
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
八
十
条
対
象
者
に
関
す
る
収
録
事
件
数
は
以
下
の
八
件

で
あ
る
。

明治期における刑事事件と未成年者に関する一考察

（阪大法学）５４（３―１１７）７６１〔２００４．９〕



事
件
一
（
明
治
一
五
年

窃
盗
）

右
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
三
百
六
十
六
條
人
ノ
所
有
物
ヲ
窃
取
シ
タ
ル
窃
盗
ノ
罪
ニ
シ
テ
二
月
以
上
四
年
以
下
ノ
重
禁
錮
二
人
共
犯
ニ

係
ル
ヲ
以
テ
同
第
三
百
六
十
九
條
ニ
依
リ
本
刑
ニ
一
等
ヲ
加
ヘ
二
月
十
五
日
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス
ヘ
キ
者
タ
リ
然
ル

ニ
罪
ヲ
犯
ス
時
十
二
歳
以
上
十
六
歳
ニ
満
サ
ル
ヲ
以
テ
同
第
八
十
條
第
二
項
ニ
照
シ
其
罪
ヲ
宥
恕
シ
テ
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減（
３０
）

シ

事
件
二
（
明
治
二
三
年

窃
盗
）

右
被
告
人
□
□
□
□
ハ
是
非
ノ
弁
別
ア
リ
テ
左
ノ
所
為
ヲ
犯
シ
タ
リ
（
中
略
）
右
ハ
刑
法
第
三
百
六
十
六
條
第
三
百
七
十
六
條
ニ

照
シ
犯
時
年
齢
十
二
歳
以
上
十
六
歳
未
満
ナ
ル
ニ
依
リ
刑
法
第
八
十
條
二
項
ニ
照
シ
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減
シ
被
告
ヲ
重
禁
錮
二
月
ニ

處
シ
監
視
六
月
ニ
付（
３１
）

ス

事
件
三
（
明
治
二
四
年

窃
盗
）

年
齢
犯
時
ニ
在
テ
ハ
十
六
歳
未
満
ナ
ル
モ
弁
別
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
付
刑
法
第
八
十
條
第
二
項
ニ
依
リ
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減
シ
一
月
以

上
二
年
以
下
ノ
重
禁
錮
六
月
以
上
二
年
以
下
ノ
監
視
ニ
該
当
ス
ル（
３２
）

處

事
件
四
（
明
治
二
五
年

委
託
物
費
消
）

右
ハ
是
非
弁
別
ノ
思
慮
ア
リ
テ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
ム

右
所
為
ハ
刑
法
第
三
百
九
十
五
條
前
段
ニ
該
ヲ
以
テ
被
告
ヲ
一
月
以
上
二
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
處
ス
ヘ
キ
ノ
處
犯
時
年
齢
十
二
年

以
上
十
六
年
以
下
ナ
ル
ニ
因
リ
刑
法
第
八
十
條
末
項
ヲ
適
用
シ
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減
シ
處
断
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト（
３３
）

ス

事
件
五
（
明
治
三
〇
年

放
火
未
遂
）

右
所
為
ハ
刑
法
第
四
百
一
條
第
百
十
二
條
第
百
十
三
條
ニ
ヨ
リ
既
遂
ノ
刑
ニ
二
等
ヲ
減
シ
犯
時
十
二
歳
以
上
十
六
歳
未
満
ナ
ル
モ

是
非
ヲ
弁
別
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
同
第
八
十
條
第
二
項
ニ
ヨ
リ
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減（
３４
）

シ
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事
件
六
（
明
治
三
〇
年

窃
盗
及
び
強
盗
）

右
窃
盗
及
強
盗
被
告
事
件
予
審
終
結
決
定
ニ
依
リ
之
ヲ
受
ケ
遂
審
理
處
被
告
□
□
ハ
明
治
廿
九
年
六
月
十
九
日
東
京
地
方
裁
判
所

八
王
子
支
部
ニ
於
テ
窃
盗
罪
ニ
依
リ
重
禁
錮
四
月
監
視
六
月
ニ
處
セ
ラ
レ
タ
ル
身
分
ニ
シ
テ
是
非
ノ
弁
別
ヲ
有
シ
ナ
カ
ラ
尚
ホ

第
一
明
治
廿
九
年
十
一
月
十
八
日
午
前
六
時
頃
東
京
府
南
多
摩
郡
八
王
子
町
字
天
王
森
町
立
八
王
子
小
学
校
ノ
門
ヲ
乗
越
ヘ
裏
口

ノ
戸
ヲ
明
ケ
教
場
ニ
忍
入
リ
生
徒
所
有
ノ
墨
五
十
挺
程
ヲ
窃
取
シ

第
二
同
月
二
十
五
日
午
前
六
時
頃
右
同
町
字
馬
乗
私
立
折
田
小
学
校
表
入
口
硝
子
戸
ノ
破
レ
ヨ
リ
手
ヲ
差
入
眞
張
棒
ヲ
外
ツ
シ
戸

ヲ
明
ケ
教
場
ニ
忍
入
リ
生
徒
所
有
ノ
墨
三
十
挺
程
ヲ
窃
取
シ

第
三
前
同
日
午
前
六
時
過
頃
右
同
町
字
馬
乗
私
立
多
賀
小
学
校
周
囲
ノ
柵
丸
太
一
本
抜
ケ
取
レ
ア
リ
シ
處
ヨ
リ
潜
入
表
入
口
ノ
硝

子
戸
ヲ
明
ケ
教
場
ニ
忍
入
リ
生
徒
所
有
ノ
墨
四
拾
挺
程
ヲ
窃
取
シ

第
四
前
同
月
廿
六
日
午
前
八
時
頃
前
記
八
王
子
小
学
校
ノ
側
ニ
於
テ
同
学
校
ニ
通
ヒ
ノ
生
徒
△
△
△
△
（
当
時
八
歳
）
ニ
対
シ
同

人
ノ
携
ヘ
居
タ
ル
弁
当
箱
ヲ
突
然
寄
越
セ
ト
云
ヒ
ナ
ガ
ラ
強
取
シ

第
五
前
同
日
午
前
十
一
時
頃
右
同
町
馬
乗
往
還
ニ
於
テ
○
○
○
○
（
当
時
九
歳
）
ニ
対
シ
同
人
ガ
其
父
ノ
役
場
ニ
弁
当
ヲ
持
行
途

中
弁
当
箱
ヲ
渡
セ
ト
云
ヒ
無
理
ニ
引
取
ラ
ン
ト
シ
タ
ル
際
紐
ノ
解
ケ
タ
ル
ヨ
リ
○
○
ニ
於
テ
之
ヲ
結
ヒ
居
タ
ル
際
該
弁
当
箱
ヲ
強

取
シ

第
六
前
同
月
廿
七
日
午
前
八
時
頃
前
記
ノ
八
王
子
小
学
校
ノ
傍
ニ
於
テ
◇
◇
◇
◇
（
当
時
八
歳
）
ニ
対
シ
同
人
ノ
携
ヘ
居
タ
ル
弁

当
箱
ヲ
寄
越
セ
ト
云
ヒ
其
拒
ミ
タ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ス
該
弁
当
箱
ヲ
強
取
シ
タ
リ
（
中
略
）

右
第
一
乃
至
第
三
ノ
所
為
ハ
共
ニ
刑
法
第
三
百
六
十
八
條
第
三
百
六
十
七
條
第
三
百
七
十
六
條
ニ
該
ル
モ
軽
罪
ノ
再
犯
ニ
付
同
法

第
九
十
二
條
ニ
依
リ
各
本
刑
ニ
一
等
ヲ
加
ヘ
第
四
乃
至
第
六
ノ
所
為
ハ
共
ニ
刑
法
第
三
百
七
十
八
條
ニ
該
ル
年
齢
十
二
歳
以
上
十
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六
歳
未
満
ニ
付
同
法
第
八
十
條
二
項
ニ
依
リ
右
六
所
為
共
各
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減
ス
ヘ
ク
同
法
第
六
十
九
條
第
三
百
八
十
四
條
ヲ
適

用
シ
数
罪
倶
発
ニ
付
同
法
第
百
條
一
項
ニ
照
シ
一
ノ
重
キ
第
六
ノ
罪
ニ
従
ヒ
其
減
軽
シ
タ
ル
刑
期
範
囲
内
ニ
於
テ
處
断
ス
ヘ
ク
賍

品
ハ
同
法
第
四
十
八
條
ニ
ヨ
リ
處
分
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト（
３５
）

ス

事
件
七
（
明
治
三
〇
年

放
火
）

右
第
一
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
四
百
二
條
ニ
第
二
第
三
ノ
所
為
ハ
同
第
四
百
六
條
ニ
第
四
ノ
所
為
ハ
同
第
四
百
三
條
ニ
該
当
シ
犯
時
十

二
歳
以
上
十
六
歳
未
満
ナ
ル
モ
是
非
ヲ
識
別
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
同
第
八
十
條
第
二
項
ニ
ヨ
リ
各
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減（
３６
）

シ

事
件
八
（
明
治
三
五
年

放
火
事
件
）

主

文

被
告
□
□
□
ハ
無
罪

被
告
□
□
□
ヲ
一
年
六
ヶ
月
間
懲
治
場
ニ
留
置
ス

押
収
ノ
証
拠
物
件
ハ
各
所
有
者
ニ
還
付
ス

理

由

被
告
□
□
□
ハ
第
一
明
治
三
十
五
年
一
月
中
北
豊
島
郡
日
暮
里
村
大
字
日
暮
里
□
□
□
□
番
地
△
△
△
△
ノ
依
頼
ニ
ヨ
リ
他
ニ
使

シ
タ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ス
約
束
ノ
賃
金
ヲ
支
払
呉
レ
ザ
リ
シ
ヲ
怨
ミ
放
火
ノ
決
意
ヲ
為
シ
明
治
三
十
五
年
二
月
五
日
午
后
七
時
頃
前
記

△
△
邸
内
物
置
北
裏
ノ
葺
下
シ
ニ
積
置
ア
リ
タ
ル
杉
ノ
枯
葉
ニ
所
持
ノ
燐
寸
ヲ
以
テ
放
火
シ
該
物
置
一
棟
ヲ
焼
燬
シ

第
二
被
告
ノ
性
質
剛
戻
ニ
シ
テ
主
人
方
ニ
於
テ
�
叱
責
セ
ラ
ル
ル
ヨ
リ
前
記
被
告
ノ
肩
書
ニ
記
載
ア
ル
○
○
○
○
○
方
納
屋
ヲ
焼

燬
シ
テ
其
怨
ヲ
晴
サ
ン
ト
決
意
シ
明
治
三
十
五
年
二
月
六
日
午
后
五
時
三
十
分
頃
菜
ヲ
煮
ル
ニ
用
イ
タ
ル
火
気
ア
ル
燃
残
ノ
藁
ヲ

該
納
屋
内
ニ
積
置
ア
リ
シ
藁
ノ
中
ニ
投
込
ミ
放
火
シ
タ
ル
モ
家
人
ノ
発
覚
ス
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
遂
ニ
其
目
的
ヲ
達
シ
得
ザ
リ
シ
事
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実
ヲ
認
メ
得
ヘ
キ
モ
被
告
ハ
犯
時
満
十
二
歳
以
上
十
六
歳
ニ
満
タ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
被
告
ノ
其
旨
ノ
申
立
ニ
徴
シ
明
ニ
シ
テ

是
非
ヲ
弁
別
シ
タ
リ
ト
認
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
何
レ
モ
刑
法
第
八
十
條
第
一
項
前
段
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
刑
事
訴
訟
法
第
二
百

二
十
四
條
第
二
百
三
十
六
條
ニ
ヨ
リ
無
罪
ヲ
言
渡
ス
ベ
キ
モ
所
犯
情
状
ニ
於
テ
懲
治
場
ニ
留
置
ス
ル
ヲ
相
当
ト
認
ム
ル
ニ
ヨ
リ
刑

法
第
八
十
條
第
一
項
但
書
ヲ
適
用
シ
テ
一
年
六
ヶ
月
間
懲
治
場
ニ
留
置
シ
押
収
ノ
証
拠
物
件
ハ
没
収
ニ
係
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
刑
事
訴

訟
法
第
二
百
二
條
ニ
ヨ
リ
処
分
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
シ
主
文
ノ
通
リ
判
決（
３７
）

ス

右
に
挙
げ
た
八
件
中
、
明
治
一
五
年
の
窃
盗
事
件
を
除
く
七
件
に
関
し
て
は
、
判
決
文
に
お
い
て
「
是
非
弁
別
」
の
有
無
が
明
記
さ

れ
、
是
非
弁
別
が
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
た
場
合
は
二
等
の
減
刑
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
�
弁
別
能
力
が
無
か
っ
た
と
さ

れ
る
の
は
明
治
三
五
年
の
放
火
事
件
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
�
犯
罪
時
に
是
非
弁
別
が
あ
っ
た
と
判
断
し
た
根
拠
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
た
だ
単
に
犯
罪
時
に
是
非
弁
別
が
あ
っ
た
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
い
っ
た
点
に
は
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
事
件
六
の
被

告
は
学
校
に
無
断
侵
入
し
て
墨
を
盗
み
、
或
い
は
生
徒
を
脅
迫
し
て
そ
の
弁
当
を
奪
う
行
為
を
行
い
、
事
件
八
の
被
告
は
賃
金
不
払
い

の
恨
み
か
ら
放
火
を
行
っ
た
が
、
前
者
に
対
し
て
は
是
非
弁
別
が
有
る
と
さ
れ
、
後
者
に
対
し
て
は
無
い
と
さ
れ
た
。
前
者
に
関
し
て

は
再
犯
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い（
３８
）

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
両
者
の
行
為
に
対
す
る
是
非
弁
別
の
有
無

は
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
不
明
確
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
際
の
裁
判
の
場
に
お
い
て
は
、
判
断
基
準
が
曖
昧
で

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
事
件
や
担
当
裁
判
官
に
よ
る
差
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、

裁
判
官
が
行
い
得
た
こ
と
が
、
単
に
犯
罪
時
の
是
非
弁
別
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
裁
判
官
が
刑

に
対
し
て
幅
広
い
裁
量
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
収
録
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
事
例
（
八
件
中
七
件
）
に

お
い
て
是
非
弁
別
が
有
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
官
が
八
十
条
の
適
用
を
完
全
た
ら
し
め
る
た
め
に
、
た
だ
単
に
被
告
に

は
犯
罪
時
に
是
非
弁
別
が
有
っ
た
と
述
べ
た
に
過
ぎ
ず
、
是
非
弁
別
の
有
無
に
関
し
て
は
立
ち
入
っ
て
考
察
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
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の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

�
一
二
歳
未
満
（
二
件
）

第
七
十
九
條
に
該
当
す
る
事
件
は
以
下
の
二
件
で
あ
る
。
事
件
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
実
際
の
判
決
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
を
紹
介
す
る
意
図
も
あ
り
、
以
下
に
ほ
ぼ
全
文
を
掲
げ
る
。

事
件
九
（
明
治
一
六
年

窃
盗
）

言

渡

書
京
橋
区
□
□
町
□
番
地
平
民

□
□
□
長
男

被
告
人

□
□
△
△
△

八
年
一
ヶ
月

右
被
告
ハ
明
治
十
六
年
十
二
月
十
日
京
橋
区
□
□
町
□
番
地
鍛
冶
職
○
○
○
方
火
鉢
ノ
上
ニ
置
ア
ル
◇
◇
◇
◇
所
有
ノ
金
七
銭
ヲ

窃
取
シ
タ
ル
事
実
ハ
被
害
者
告
訴
状
巡
査
ノ
告
発
状
□
□
□
□
□
ノ
始
末
書
被
告
ノ
自
認
ヲ
以
テ
明
確
ナ
リ
ト
ス
之
レ
ヲ
法
律
ニ

照
ラ
ス
ニ
刑
法
第
三
百
六
十
六
條
三
百
七
十
六
條
ニ
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
同
條
ニ
因
リ
罰
ス
ヘ
キ
モ
犯
時
八
歳
以
上
十
二
歳
ニ
満
タ

ザ
ル
ヲ
以
テ
同
第
七
十
九
條
ニ
照
ラ
シ
其
罪
ヲ
論
ゼ
ス
五
月
間
懲
治
場
ニ
留
置
ス
ル
モ
ノ（
３９
）

也

事
件
一
〇
（
明
治
二
三
年

放
火
）

明
治
廿
三
年
第
三
期
第
十
四
號

裁

判

言

渡

書
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
下
中
村
□
□
□
□
□
□
□
□
番
地
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平
民

□
□
□
弟

当
時
東
京
市
下
谷
区
□
□
町
□
番
地

□
□
□
□
□
□
□
方
雇
入
□
□
□
□
事

被
告
人

□
□
□

明
治
十
四
年
七
月
生

右
□
□
ニ
対
ス
ル
放
火
被
告
事
件
検
察
官
ノ
公
訴
ニ
依
リ
茲
ニ
審
理
ヲ
遂
ク
ル
処
被
告
□
□
カ
明
治
二
十
三
年
五
月
十
四
日
下
谷

□
□
町
□
番
地
荒
物
商
△
△
△
△
居
宅
附
属
ノ
物
置
ニ
「
マ
ツ
チ
」
ヲ
以
テ
放
火
シ
タ
ル
事
実
ハ
本
人
ノ
自
白
等
ニ
拠
リ
テ
之
ヲ

認
メ
得
ル
ト
雖
モ
□
□
ハ
犯
時
齢
八
年
以
上
拾
弐
年
未
満
ナ
ル
ニ
付
刑
法
第
七
十
九
條
上
段
ニ
循
ヒ
被
告
□
□
ヲ
無
罪
ト
ス

然
レ
ト
モ
同
法
但
書
ニ
循
ヒ
被
告
□
□
ヲ
満
弐
年
間
懲
治
場
ニ
留
置
ス
ル
者
ナ（
４０
）

リ

両
事
件
と
も
被
告
満
八
歳
時
の
犯
行
に
関
す
る
判
決
で
あ
る
。
両
者
と
も
不
論
罪
に
該
当
し
な
が
ら
、
懲
治
場
に
留
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
情
状
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
右
に
挙
げ
た
二
例
の
み
を
も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
一

二
歳
未
満
に
お
い
て
行
わ
れ
た
犯
罪
に
対
し
て
は
罪
に
は
問
え
な
い
代
わ
り
に
一
律
懲
治
場
留
置
が
言
い
渡
さ
れ
、
情
状
の
検
討
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高（
４１
）

い
。

三

明
治
四
十
年
刑
法
へ
の
影
響

前
章
に
お
い
て
は
、
旧
刑
法
に
お
け
る
未
成
年
者
関
連
規
定
（
七
十
九
・
八
十
・
八
十
一
条
）
成
立
の
背
景
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

実
際
の
適
用
状
況
を
考
察
す
る
た
め
、『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
収
録
さ
れ
た
未
成
年
者
事
件
を
分
析
し
、
当
時
の
未
成
年
者
事
件
判

決
に
お
け
る
以
下
の
よ
う
な
問
題
を
指
摘
し
た
。
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�
一
六
歳
以
上
二
〇
歳
未
満
の
年
齢
層
に
関
し
て
は
一
等
減
刑
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
機
械
的
で
あ
り
、
罪
状
や
個
々
の
事

件
に
応
じ
て
適
用
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
減
刑
の
根
拠
で
あ
る
「
宥
恕
」
を
当
時
の
裁
判
官
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

�
犯
罪
時
の
是
非
弁
別
を
判
断
す
る
根
拠
が
判
決
文
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
収
録
さ
れ
た
該
当
事
件
で
は
八
件
中
七
件
が
是

非
弁
別
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
多
く
の
事
件
に
お
い
て
は
た
だ
単
に
是
非
弁
別
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

�
幼
年
層
の
懲
治
場
留
置
は
「
情
状
」
に
よ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
懲
治
場
留
置
と
な
っ
た
の
か
を
説
明
す
る
文
言
は
判
決
文

に
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
「
情
状
」
に
よ
る
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
二
件
の
み
を
も
っ
て
判
断

す
る
こ
と
は
危
険
で
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
犯
罪
に
問
わ
な
い
代
わ
り
に
懲
治
場
留
置
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
七
十

九
条
の
「
情
状
ニ
因
リ
」
と
い
う
文
言
は
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
�
�
の
問
題
か
ら
は
、
七
十
九
条
・
八
十
条
に
お
い
て
、
一
二
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
者
は
是
非
弁
別
能
力
が
あ
る
と
し
て
二

等
減
刑
、
一
二
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
刑
に
換
え
て
一
定
期
間
懲
治
場
留
置
と
判
決
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
条
文
中
の
「
情
状
ニ
因
リ
（
七
十
九
条
）」、「
其
所
為
是
非
ヲ
弁
別
シ
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
審
案
シ
（
八
十
条
）」
は
不

必
要
で
あ
り
、
単
に
年
齢
に
よ
っ
て
一
等
減
刑
、
二
等
減
刑
、
あ
る
い
は
懲
治
場
留
置
と
規
定
す
る
方
が
法
の
適
用
の
場
に
お
い
て
は

明
快
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
当
時
の
法
曹
お
よ
び
立
法
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は

明
治
四
十
年
刑
法
の
立
案
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

旧
刑
法
は
施
行
直
後
か
ら
そ
の
改
正
作
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
是
非
弁
別
能
力
規
定
が
削
除
さ
れ
る
の
は
、
次
に
掲
げ
る
明
治
三
二

年
の
草
案
か
ら
で
あ
（
４２
）

る
。

論 説

（阪大法学）５４（３―１２４）７６８〔２００４．９〕



第
五
十
三
條

十
四
歳
ニ
満
サ
ル
者
ノ
行
為
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス
但
満
八
歳
以
上
ノ
者
ノ
行
為
ニ
シ
テ
重
罪
ニ
該
ル
ト
キ
ハ
情
状
ニ
ヨ
リ

十
年
以
下
ノ
期
間
懲
戒
ノ
処
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
十
四
條

十
四
歳
以
上
二
十
歳
ニ
満
サ
ル
者
ノ
行
為
ハ
其
刑
ヲ
軽
減
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

そ
の
後
の
改
正
案
に
お
い
て
も
是
非
弁
別
能
力
規
定
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
本
条
ハ
現
行
法
第
八
十
条
及
ヒ
第
八

十
一
条
ヲ
合
シ
之
ヲ
修
正
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
現
行
法
ハ
十
二
歳
以
上
十
六
歳
ニ
満
タ
サ
ル
者
ノ
行
為
ハ
其
是
非
ヲ
弁
別
シ
タ
ル
ト
否

ト
ニ
因
リ
或
ハ
其
刑
ヲ
減
軽
シ
テ
之
ヲ
罰
セ
ス
又
十
六
歳
以
上
二
十
歳
ニ
満
タ
サ
ル
者
ノ
行
為
ハ
之
ヲ
罰
シ
其
刑
ヲ
減
軽
ス
ト
雖
モ
之

ヲ
事
実
ニ
徴
ス
ル
ニ
是
非
ヲ
弁
別
シ
タ
ル
ト
否
ト
ノ
区
別
ヲ
為
ス
ハ
頗
ル
困
難
ニ
シ
テ
実
際
ニ
於
テ
ハ
殆
ン
ト
凡
テ
ノ
幼
者
ヲ
処
罰
ス

ル
有
様
ニ
シ
テ
其
弊
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ア（
４３
）

リ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
既
に
実
務
上
是
非
の
弁
別
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
の
認
識
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
未
成
年
犯
罪
者
に
関
す
る
規
定
は
こ
の
後
さ
ら
に
単
純
化
さ
れ
、
最
終
的
に
は
「
四
十
一
条

十
四
歳
ニ
満
タ
サ
ル
者
ノ
行
為
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
二
ニ
ハ
幼
年
者
ノ
犯
罪
行
為
ニ
付
キ
マ
シ
テ
刑
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ノ
規
定
ヲ
削
リ
マ
シ
タ
ノ
テ
コ
サ
イ
マ
ス
。
前
ノ
案
ニ
ハ
十

四
歳
以
上
二
十
歳
未
満
ノ
者
カ
罪
ヲ
犯
シ
タ
場
合
ニ
ハ
其
刑
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ト
云
フ
事
ノ
規
定
カ
コ
サ
イ
マ
シ
タ
。
然
ル

ニ
此
節
ノ
案
ニ
ハ
其
規
定
ヲ
削
リ
マ
シ
タ
。
其
理
由
ハ
、
此
改
正
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
幼
年
者
ノ
責
任
年
齢
ヲ
変
ヘ
マ
シ
テ
、
十

四
歳
未
満
ハ
総
テ
之
ヲ
罰
シ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
十
四
歳
以
上
ト
致
シ
マ
ス
レ
ハ
数
ヘ
年
テ
ア
レ
ハ
十
五
歳

或
ハ
十
六
歳
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
、
一
通
リ
其
人
ノ
知
能
モ
発
達
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
加
之
、
此
改
正
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、

多
ク
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
刑
ノ
範
囲
カ
ス
ツ
ト
広
ク
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
ソ
レ
テ
幼
年
者
カ
罪
ヲ
犯
シ
タ
場
合
ニ
於
テ
、
各
条
ノ
刑

ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
幼
年
者
相
当
ノ
刑
ヲ
科
ス
ル
事
モ
出
来
ル
。
又
尚
ソ
レ
テ
モ
其
犯
情
ニ
適
当
シ
ナ
イ
場
合
カ
ア
レ
ハ
、
ソ
レ
以
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上
酌
量
減
刑
ノ
途
カ
開
イ
テ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、
十
四
歳
以
上
二
十
歳
未
満
ノ
者
ニ
付
テ
、
法
律
上
減
刑
ノ
途
ヲ
開
イ
テ
置
ク

必
要
ハ
無
カ
ラ
ウ
ト
云
フ
趣
意
カ
ラ
シ
テ
、
此
規
定
ヲ
削
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ（
４４
）

タ
。

す
な
わ
ち
、
刑
事
責
任
年
齢
を
一
四
歳
（
旧
刑
法
で
は
一
二
歳
）
に
上
げ
た
こ
と
、
裁
判
官
の
刑
に
対
す
る
裁
量
が
拡
大
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
未
成
年
犯
罪
者
に
対
し
て
刑
を
減
軽
す
る
規
定
の
削
除
が
可
能
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
刑
法

八
十
条
は
一
二
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
犯
罪
者
の
、
犯
罪
時
に
お
け
る
「
是
非
弁
別
」
の
有
無
を
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
刑
の
宣

告
あ
る
い
は
懲
治
場
留
置
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
そ
の
検
討
は
十
分
に
行
わ
れ

ず
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
是
非
弁
別
が
あ
る
と
さ
れ
、
二
等
減
刑
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
四
十
年
刑
法
で
は
、
規
定
上

は
未
成
年
者
に
対
す
る
減
刑
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
実
務
上
で
裁
判
官
が
酌
量
減
刑
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
一
二
歳
以
上
二

〇
歳
未
満
の
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
の
適
用
を
三
段
階
に
分
け
て
規
定
し
た
条
文
を
廃
止
し
、
単
に
一
四
歳
を
基
準
と
し
て
刑
事
責
任
能

力
を
問
う
規
定
を
置
い
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
、
刑
法
改
正
特
別
委
員
会
に
お
い
て
政
府
委
員
倉
富
勇
三
郎
は
説
明
し（
４５
）

た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
旧
刑
法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
相
対
的
刑
事
責
任
能
力
は
、
現
行
刑
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
絶
対
的
責
任
能
力
へ
と
変
化
し
、

現
在
に
至
る
。

お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
現
行
刑
法
に
お
い
て
相
対
的
刑
事
責
任
能
力
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
旧

刑
法
で
未
成
年
犯
罪
者
に
対
す
る
規
定
が
置
か
れ
た
背
景
な
ら
び
に
刑
事
裁
判
に
お
い
て
未
成
年
者
に
下
さ
れ
た
判
決
の
分
析
も
十
分

に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
論
の
目
的
は
そ
の
よ
う
な
問
題
を
筆
者
な
り
に
考
察
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

本
稿
第
二
章
に
お
い
て
簡
潔
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
刑
法
を
主
と
し
て
作
成
さ
れ
た
旧
刑
法
中
の
未
成
年
犯
罪
者
条
項
の
導
入
過
程
を
整
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理
し
、『
刑
事
判
決
書
集
成
』
に
収
録
さ
れ
た
未
成
年
犯
罪
者
の
事
例
を
検
討
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
相
対

的
刑
事
責
任
能
力
規
定
が
有
し
て
い
た
問
題
な
ら
び
に
現
行
刑
法
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

犯
罪
時
の
是
非
弁
別
の
判
断
は
、
主
た
る
継
受
国
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
陪
審
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
陪
審
制
度
を

導
入
し
な
い
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
そ
の
是
非
判
別
の
有
無
を
判
断
す
る
基
準
は
明

ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
多
く
の
裁
判
官
は
実
務
の
場
で
そ
の
判
断
に
困
難
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、

『
刑
事
判
決
書
集
成
』
収
録
事
例
に
見
ら
れ
た
様
に
、
多
く
の
事
件
に
お
い
て
は
、
必
要
以
上
に
犯
罪
時
の
是
非
弁
別
が
あ
っ
た
と
判

断
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
つ
い
て
は
、
実
際
に
明
治
四
十
年
刑
法
草
案
を
作
成
す

る
中
で
、
そ
の
こ
と
を
問
題
視
す
る
声
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
機
械
的
に
一
等
減
刑
と
さ
れ
た
年
齢
層
に
対
し
て
は
、
犯
罪
の
種
類

を
問
わ
ず
に
一
律
減
刑
と
す
る
こ
と
の
問
題
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
背
景
に
、
現
行
刑
法
に
お
い
て
は
、
一
四
歳
未
満
は
不

処
罰
、
一
四
歳
以
上
二
〇
歳
未
満
の
犯
罪
者
に
対
す
る
減
刑
規
定
は
あ
え
て
削
除
し
、
代
わ
り
に
実
務
の
場
で
裁
判
官
が
事
情
を
斟
酌

し
て
酌
量
減
刑
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
い
わ
ゆ
る
刑
事
責
任
能
力
に
関
す
る
研
究
の
進
歩
、
未
成
年

犯
罪
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
感
化
院
な
ど
の
設
置
、
そ
し
て
裁
判
官
が
自
由
裁
量
権
が
拡
大
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
未

成
年
犯
罪
者
に
対
す
る
適
切
な
裁
判
な
ら
び
に
処
罰
を
希
求
す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
後
未
成
年
犯
罪
者
を
対
象
と
す
る
特
別
法
で
あ
る

少
年
法
が
な
お
一
層
志
向
さ
れ
る
一
因
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
西
欧
諸
国
で
未
成
年
犯
罪
者
に
対
す
る
減
刑
規
定
が
登

場
し
た
背
景
、
お
よ
び
そ
も
そ
も
刑
事
責
任
能
力
が
登
場
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
新
た

な
課
題
の
一
つ
と
し
た
い
。

（
１
）

大
審
院
判
決
を
分
析
し
た
研
究
の
他
、
下
級
審
の
民
事
判
決
を
分
析
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
前
の
研
究
と
し
て
は
、
近
藤
佳
代
子
氏
の

「
明
治
民
法
施
行
前
の
廃
戸
主
制
度
と
『
家
』」（『
阪
大
法
学
』
一
一
三
号
、
一
九
八
〇
年
）・「
明
治
民
法
施
行
前
に
お
け
る
廃
戸
主
訴
訟
」
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（『
宮
城
教
育
大
学
紀
要
』
二
二
号
、
一
九
八
八
年
）
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
以
降
の
家
族
法
を
検
討
す
る
上
で
、
当
時
の
判

例
を
分
析
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
最
近
で
は
婚
姻
・
親
子
（
特
に
子
の
認
知
に
関
す
る
）
判
決
分
析
を
通
じ
た
村
上
一
博
氏
の
「
明
治

六
年
太
政
官
第
二
一
号
布
告
と
私
生
児
認
知
請
求
」（『
法
律
論
叢
』
六
七
巻
二
�
三
号
、
一
九
九
五
年
）
等
を
は
じ
め
、
多
様
な
研
究
成
果

が
得
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）

h
ttp

://w
w

w
.n

ich
ibu

n
.ac.jp/graph

icversion
/dbase/ccdm

.h
tm

l

利
用
に
際
し
て
は
申
し
込
み
が
必
要
。

（
３
）

明
治
期
を
対
象
と
す
る
も
の
と
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
『
大
審
院
刑
事
判
決
録

明
治
８
年
６

月
―
１７
年
１２
月
、
明
治
２０
―
２１
年
』（
司
法
省
、
明
一
一
―
二
四
年
）、『
大
審
院
刑
事
判
決
録
』（
中
央
大
学
、
明
二
八
―
四
五
年
）
な
ど
。

（
４
）

『
刑
事
判
決
書
集
成
（
自

明
治
十
四
年

至

同
四
十
五
年
）』
司
法
省
調
査
部
、
昭
和
一
六
年
。

（
５
）

東
京
刑
事
地
方
裁
判
所
の
前
身
。

（
６
）

「
言
渡
さ
れ
た
刑
事
判
決
を
、
其
の
原
本
に
付
、
保
管
当
局
の
援
助
の
下
に
在
京
の
河
野
力
判
事
及
黒
坂
一
男
判
事
（
現
満
州
国
斉
斉

哈
爾
高
等
法
院
審
判
官
）
を
煩
し
て
蒐
集
し
、
一
応
年
代
順
に
並
べ
た
も
の
」（『
刑
事
判
決
書
集
成
』
は
し
が
き
）

（
７
）

前
掲
書
『
刑
事
判
決
書
集
成
』
は
し
が
き
。

（
８
）

明
治
期
に
制
定
さ
れ
た
民
法
に
は
、
法
典
論
争
に
よ
っ
て
施
行
の
延
期
が
決
定
さ
れ
た
後
、
結
局
施
行
さ
れ
な
い
ま
ま
に
廃
止
さ
れ
た

旧
民
法
（
明
治
二
三
年
公
布
、
同
二
五
年

第
三
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
同
二
六
年
一
月
一
日
か
ら
の
施
行
の
予
定
が
同
二
九
年
一
二
月
三

一
日
迄
延
期
さ
れ
た
が
、
施
行
さ
れ
な
い
ま
ま
同
三
一
年
七
月
一
六
年
に
廃
止
さ
れ
た
）
と
、
法
典
調
査
会
の
審
議
を
経
て
明
治
三
一
年
に

公
布
・
施
行
さ
れ
た
現
行
民
法
が
あ
る
。

（
９
）

明
治
二
三
年
公
布
、
明
治
二
四
年
施
行
。

（
１０
）

親
権
に
関
す
る
民
事
判
決
と
し
て
は
次
の
事
件
が
あ
る
（
住
所
詳
細
は
省
略
、
氏
名
は
仮
名
。
国
際
日
本
文
化
研
究
所
所
蔵

民
事
判

決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
）。

三
十
二
（
ノ
）
一
一
号

判
決
謄
本

東
京
市
深
川
区

佐
藤
太
郎
方
同
居
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幼
者

鈴
木
次
郎

東
京
市
深
川
区

鋳
物
職
右
次
郎

従
兄

申
請
人

田
中
三
郎

同
市
同
区
同
町
同
番
地
平
民
鋳
物

職
右
次
郎
伯
父佐

藤
太
郎

（
以
下
申
請
人
四
名
略
）

同
市
深
川
区

平
民
無
業
右
次
郎
嫡
母

被
申
請
人

鈴
木
ハ
ナ

右
当
事
者
明
治
三
十
二
年
□
第
十
一
号
親
権
停
止

仮
処
分
申
請
事
件
ニ
付
検
事
手
島
兵
太
郎
立
会

ヒ
判
決
ス
ル
如
左

主
文

鈴
木
次
郎
所
有
ニ
係
ル
不
動
産
ノ
処
分
並
ニ

物
件
ノ
設
定
及
ヒ
同
人
並
ニ
其
家
族
ノ
出
産

死
亡
ヲ
除
ク
ノ
外
戸
籍
変
更
ニ
関
ス
ル
鈴
木

ハ
ナ
ノ
親
権
行
使
ヲ
停
止
ス

事
実
及
ヒ
理
由

（
以
下
略
。

嫡
母
が
幼
者
の
戸
主
廃
止
を
企
み
、
偽
の
親
族
を
加
え
て
親
族
会
を
開
き
、
幼
者
戸
主
所
有
の
不
動
産
を
処
分
し
て
商
業
資
本
と
す
る
決
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定
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
申
請
者
が
嫡
母
の
親
権
停
止
仮
処
分
を
申
請
し
認
め
ら
れ
た
事
件
）。

（
１１
）

日
本
刑
法
草
案
（
改
正
刑
法
名
例
案
）（
明
治
九
年
五
月
一
七
日
）『
旧
刑
法
〔
明
治
一
三
年
〕（
１
）
日
本
立
法
資
料
全
集
二
九
』（
西

原
春
夫
・
吉
井
蒼
生
夫
・
藤
田
正
・
新
倉
修
編
集
、
信
山
社
出
版
、
一
九
九
四
年
。
以
下
『
旧
刑
法
（
１
）』）
六
一
・
六
二
頁
。

（
１２
）

四
十
八
条
が
「
犯
罪
不
論
」（
い
わ
ゆ
る
刑
事
上
無
罪
と
さ
れ
る
事
項
。
七
歳
以
下
及
び
瘋
癲
白
癡
の
行
為
の
他
、
脅
迫
に
よ
る
も
の
、

緊
急
避
難
・
正
当
防
衛
、
親
族
相
容
隠
行
為
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
項
目
）
に
、
五
十
五
・
五
十
六
条
が
「
宥
恕
減
刑
」（
未
成
年
者
、

老
人
、
女
性
お
よ
び
廃
疾
者
に
対
す
る
減
刑
規
定
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
１３
）

こ
の
場
合
、
再
犯
防
止
の
た
め
に
、
父
母
に
預
け
る
か
、
二
十
一
歳
を
過
ぎ
な
い
程
度
ま
で
の
懲
治
院
収
容
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
１４
）

井
上
毅
は
幼
年
者
減
刑
規
定
に
関
す
る
「
故
意
」
の
訳
語
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。

「
佛
律
十
六
歳
以
下
ノ
者
ノ
犯
罪
ハ
其
有
識
ト
無
識
ト
ヲ
別
ツ
善
悪
ノ
識
別
ア
ル
ヲ
云
ナ
リ
譯
者
字
ヲ
填
ム
ル
ニ
故
意
ト
故
意
ニ
非
ル
ト
ヲ

以
テ
ス
當
ラ
ズ
夫
レ
故
意
ニ
非
ス
者
ハ
通
〆
皆
罪
ヲ

宥
ム
獨
リ
幼
者
ニ
限
ル
ニ
非
ス
抑
々
幼
者
犯
罪
ノ
者
識
無
識
（
本
文
マ
マ
）
ヲ
分
ツ

コ
ト
人
ノ
心
胸
毫
釐
ノ
間
ニ
入
ル
是
レ
實
際
ノ
甚
タ
難
キ
所
ナ
リ
」（「
改
正
刑
法
名
例
案
」
に
対
す
る
井
上
毅
の
修
正
意
見
書
『
旧
刑
法

（
１
）』
八
一
頁
。）
ま
た
、
引
用
文
に
お
い
て
、
井
上
は
幼
年
犯
罪
者
の
「
識
無
識
」
を
区
別
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
こ

と
を
既
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
１５
）

第
十
號

刑
法
會
議
筆
記
『
旧
刑
法
（
１
）』
二
一
八
頁
。

（
１６
）

こ
の
後
の
「
日
本
ニ
テ
ハ
如
何
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
朱
筆
で
「
日
本
ニ
テ
ハ
十
五
歳
以
下
七
十
歳
以
上
ノ
者
ト
發
疾
ノ
者
ハ
何

レ
モ
通
常
ノ
刑
ヨ
リ
軽
ク
罰
ス
ル
コ
ト
丶
為
セ
リ

年
齢
ノ
違
ヒ
ア
ル
ヲ
以
テ
全
ク
赦
免
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
然
シ
幼
者
ハ
取
除
ク
ト
為
ス
ナ

リ
」
と
記
入
し
て
い
る
。『
旧
刑
法
（
１
）』
二
一
八
・
二
一
九
頁
。

（
１７
）

「
幼
者
ト
雖
モ
故
意
ヲ
以
〈
テ
〉
犯
シ
タ
ル
時
ハ
罪
ア
リ
ト
為
ス
ヘ
キ
ニ
付
其
再
犯
ハ
矢
張
再
犯
ヲ
以
テ
論
シ
加
等
ス
ヘ
キ
ヤ
」
に
対

す
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
回
答
は
「
再
犯
ナ
ル
時
ハ
其
再
犯
ヲ
以
〈
テ
〉
加
等
ス
ヘ
シ
然
シ
通
常
ハ
極
軽
ク
處
ス
ヘ
キ
譯
ナ
リ
」。『
旧
刑
法

（
１
）』
二
九
一
頁
。

（
１８
）

旧
刑
法
に
お
い
て
八
歳
、
一
二
歳
、
一
六
歳
と
区
分
し
て
未
成
年
犯
罪
者
を
処
遇
す
る
よ
う
規
定
し
た
の
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
こ
の

よ
う
な
説
明
を
受
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、「
刑
法
編
纂
日
記
」
で
は
フ
ラ
ン
ス
以
外
に
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
エ
ジ
プ
ト
、

そ
し
て
支
那
日
本
の
、
幼
年
者
の
犯
罪
に
対
し
て
刑
を
科
さ
な
い
規
定
を
比
較
し
て
い
る
。『
旧
刑
法
（
１
）』
一
四
八
―
一
五
二
頁
。
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（
１９
）

井
上
毅
に
よ
れ
ば
「
赦
宥
」
の
訳
語
は
箕
作
麟
祥
に
よ
る
も
の
（
井
上
毅
「
初
案
」
修
正
意
見
）『
旧
刑
法
（
１
）』
八
一
頁
。

（
２０
）

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
こ
の
説
明
の
後
さ
ら
に
酌
量
赦
宥
・
酌
量
軽
減
と
い
う
言
葉
に
触
れ
、
酌
量
軽
減
と
「
酌
量
赦
宥
ト
ノ
場
合
ハ
執
行

ノ
實
際
ニ
於
テ
大
ヒ
ニ
差
違
ア
リ

酌
量
軽
減
ハ
其
減
等
ノ
等
差
少
ナ
ク
モ
一
等
ヲ
減
ス
ル
カ
又
ハ
二
等
ヲ
減
ス
ル
カ
ニ
止
マ
レ
リ
例
ヘ
ハ

死
刑
ヲ
一
等
減
シ
無
期
ノ
徒
刑
ト
為
ス
等
ナ
リ

酌
量
赦
宥
ハ
格
別
ノ
減
等
ナ
リ
例
ヘ
ハ
死
刑
ヲ
軽
罪
ニ
為
ス
等
ナ
リ
」
と
述
べ
、
酌
量
赦

宥
の
例
と
し
て
「
第
一
十
六
歳
以
下
ノ
幼
者
ノ
故
意
ヲ
以
〈
テ
〉
罪
ヲ
犯
シ
タ
時
ニ
就
テ
之
レ
ヲ
減
等
ス
ル
コ
ト
ナ
リ

但
シ
若
シ
故
意
ニ

ア
ラ
サ
ル
時
ハ
固
ヨ
リ
無
罪
ト
為
ス
ナ
リ
此
十
六
歳
以
下
ノ
幼
者
ニ
テ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
時
ハ
重
軽
罪
ニ
拘
ワ
ラ
ス
減
等
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
為
ス

ナ
リ
」
を
挙
げ
て
い
る
。（
佛
國
刑
法
會
議

八
年
十
月
廿
七
日
）『
旧
刑
法
（
１
）』
二
二
三
頁
。

（
２１
）

佛
國
刑
法
會
議

八
年
十
月
三
十
日

『
旧
刑
法
（
１
）』
二
二
七
頁
。

（
２２
）

刑
法
會
議
筆
記

九
年
一
月
十
日

『
旧
刑
法
（
１
）』
二
六
三
頁
。

（
２３
）

そ
れ
故
に
当
時
の
裁
判
官
が
未
成
年
犯
罪
者
に
関
す
る
規
定
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
運
用
し
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
、
実
際
の
未

成
年
犯
罪
者
の
裁
判
に
お
い
て
、
裁
判
官
が
下
し
た
判
決
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２４
）

『
旧
刑
法
（
１
）』
八
三
頁
。

（
２５
）

年
齢
で
は
な
く
生
年
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
年
齢
不
明
の
場
合
は
、
判
決
文
中
か
ら
十
二
歳
未
満
、
十
二
歳
以
上
十
六
歳
未
満
、

十
六
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の
該
当
年
齢
層
を
記
入
し
た
。

（
２６
）

「
已
ニ
懲
役
十
年
ニ
處
セ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
第
百
二
條
ニ
依
リ
更
ニ
其
罪
ヲ
論
セ
サ
ル
」（『
刑
事
判
決
書
集
成
』
二
三
頁
）
・
「
治
罪
法

第
四
百
一
條
ニ
犯
罪
ノ
証
憑
充
分
ナ
ラ
サ
ル
時
ハ
無
罪
ノ
言
渡
シ
ヲ
為
シ
且
被
告
人
ヲ
放
免
ス
可
シ
ト
ア
ル
ニ
依
リ
無
罪
且
放
免
ス
」（
同

五
一
頁
）。

（
２７
）

窃
盗
事
件
（
明
治
十
五
年
二
月
十
日
判
決
言
渡
）『
刑
事
判
決
書
集
成
』
二
〇
―
二
二
頁
。

（
２８
）

謀
殺
事
件
（
明
治
三
十
七
年
十
二
月
九
日
判
決
言
渡
）『
刑
事
判
決
書
集
成
』
七
〇
九
―
七
一
五
頁
。

（
２９
）

雇
人
と
姦
通
し
た
妻
が
、
雇
人
の
発
案
に
よ
り
、
夫
を
毒
殺
し
た
事
件
。
妻
は
刑
法
第
二
九
三
条
「
毒
物
ヲ
施
用
シ
テ
人
ヲ
殺
シ
タ
ル

者
ハ
謀
殺
ヲ
以
テ
論
シ
死
刑
」、
雇
人
に
も
同
条
が
該
当
す
る
と
し
な
が
ら
も
、「
罪
ヲ
犯
ス
時
二
十
歳
ニ
満
サ
ル
ヲ
以
テ
」、
無
期
徒
刑
に

処
せ
ら
れ
た
。『
刑
事
判
決
書
集
成
』
二
四
―
二
六
頁
。

（
３０
）

『
刑
事
判
決
書
集
成
』
四
二
・
四
三
。
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（
３１
）

同

二
五
七
頁
。

（
３２
）

同

三
四
二
・
三
四
三
頁
。

（
３３
）

同

三
六
二
・
三
六
三
頁
。

（
３４
）

同

五
一
一
―
五
一
三
頁
。

（
３５
）

同

五
一
三
―
五
一
五
頁
。

（
３６
）

同

五
二
六
・
五
二
七
頁
。

（
３７
）

同

六
一
五
―
六
一
七
頁
。

（
３８
）

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
仏
国
刑
法
会
議
に
お
い
て
、
幼
年
犯
罪
者
が
再
犯
で
あ
る
場
合
は
、
初
犯
時
よ
り
も
罪
を
加
重
し
て
も
構
わ
な
い
と

い
う
発
言
を
行
っ
て
お
り
、
実
際
に
再
犯
加
重
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
と
再
犯
�
是
非
弁
別
を
有
す
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
問
題
が

異
な
る
。

（
３９
）

『
刑
事
判
決
書
集
成
』
一
一
一
・
一
一
二
頁
。

（
４０
）

同

二
五
八
・
二
五
九
頁
。

（
４１
）

八
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
者
が
懲
治
場
留
置
と
な
っ
た
場
合
、
年
齢
や
犯
罪
の
程
度
に
応
じ
て
監
獄
あ
る
い
は
懲
治
場
内
に
お
い
て
適

切
な
対
応
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
全
て
の
幼
年
犯
罪
者
を
懲
治
場
留
置
と
し
て
も
問
題
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
上
の
問
題
と

し
て
は
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
は
監
獄
改
良
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
未
だ
監
獄
と
懲
治
場
の
区
分
が
十

分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
刑
を
科
さ
な
い
が
懲
治
場
へ
送
る
こ
と
の
効
果
が
あ
っ
た
と
は
思
え
ず
、
果
た
し
て
裁
判
官

は
自
分
が
未
成
年
者
に
対
し
て
行
っ
た
判
決
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
た
か
疑
問
が
残
る
。（
監
獄
改
良
に
関
し
て
は
拙
著

「
明
治
三
十
三
年
感
化
法
に
関
す
る
一
考
察
」（『
阪
大
法
学
』
一
九
九
九
年
、
第
四
八
巻
第
六
号
を
参
照
。）

（
４２
）

拙
著
「
明
治
四
十
一
年
感
化
法
改
正
の
意
義
（
二
・
完
）
―
『
未
成
年
犯
罪
者
』
処
遇
に
対
す
る
明
治
四
十
年
刑
法
の
影
響
―
」

（『
阪
大
法
学
』
二
〇
〇
一
年
、
第
五
一
巻
第
一
号
）。

（
４３
）

『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
２
）
日
本
立
法
資
料
全
集
二
一
』（
内
田
文
昭
・
山
火
正
則
・
吉
井
蒼
生
夫
編
、
信
山
出
版
社
、
一
九
九
三

年
）
一
三
九
頁
。

（
４４
）

明
治
四
〇
年

第
二
三
回
帝
国
議
会
貴
族
院
刑
法
改
正
案
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
政
府
委
員
倉
富
勇
三
郎
が
刑
法
改
正
案
中

懲
治
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処
分
の
削
除
と
十
四
歳
以
上
二
〇
歳
未
満
者
に
対
す
る
刑
の
減
刑
を
削
除
し
た
理
由
説
明
。

（
４５
）

明
治
四
〇
年
二
月
六
日

第
二
回
刑
法
改
正
特
別
委
員
会
に
お
い
て
政
府
委
員
倉
富
勇
三
郎
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

○
政
府
委
員
（
倉
富
勇
三
郎
君
）
現
行
法
テ
ハ
是
ハ
三
段
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
シ
テ
十
二
歳
未
満
ノ
者
ハ
絶
対
ニ
罰
シ
ナ
イ
、
十
二
歳
カ

ラ
十
六
歳
マ
テ
ハ
是
非
ノ
弁
別
ノ
有
無
ニ
依
ツ
テ
或
ハ
罰
シ
或
ハ
罰
シ
ナ
イ
、
十
六
歳
カ
ラ
二
十
歳
マ
テ
ノ
間
ハ
本
刑
ニ
一
等
ヲ
減
ス

ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
ソ
レ
ヲ
此
改
正
案
テ
ハ
単
純
ニ
十
四
歳
前
後
ヲ
以
テ
有
罪
ト
無
罪
ト
ノ
区
別
ヲ
シ
テ
、
十
四
歳

以
上
ノ
者
ハ
減
刑
ヲ
与
ヘ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
段
階
カ
余
ホ
ト
少
ク
ナ
リ
マ
シ
タ
。
テ
現
行
法
テ
二
十
歳
マ
テ
ハ
其
罪
ヲ
減
刑
宥
恕
ス

ル
ト
云
フ
コ
ト
モ
コ
サ
イ
マ
ス
カ
此
結
果
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
或
ハ
極
不
適
当
ノ
場
合
カ
出
来
ル
。
二
十
歳
ト
申
シ
マ
ス
ル
ト
数
ヘ
年
ノ
二

十
二
歳
ニ
ナ
ル
ヤ
ウ
ナ
者
モ
ア
リ
マ
ス
カ
、
随
分
エ
ラ
イ
強
盗
殺
人
ナ
ト
ヲ
ヤ
ツ
テ
モ
、
何
ン
テ
モ
カ
ン
テ
モ
ソ
レ
ハ
必
ス
一
等
ヲ
減

セ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
イ
フ
ヤ
ウ
ナ
結
果
ニ
ナ
リ
マ
ス
カ
ラ
、
此
減
刑
ノ
結
果
、
随
分
実
際
ニ
困
ル
コ
ト
カ
ア
リ
マ
ス
ノ
テ
、
右
等
ノ

事
モ
コ
サ
イ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、
此
十
四
歳
以
上
ノ
者
ノ
法
律
上
ノ
減
等
ト
云
フ
コ
ト
ハ
廃
メ
マ
シ
タ
。
併
ナ
カ
ラ
事
態
ノ
状
況
ニ
依
リ

マ
シ
テ
ハ
、
裁
判
所
カ
酌
量
減
軽
ス
ル
途
ハ
勿
論
コ
サ
イ
マ
ス
。
此
改
正
案
ニ
シ
テ
酌
量
減
軽
イ
タ
シ
マ
ス
レ
ハ
、
例
令
ト
ノ
種
類
ノ

重
イ
罪
テ
モ
ス
ツ
ト
下
カ
ル
コ
ト
カ
出
来
マ
ス
カ
ラ
、
実
際
不
都
合
ハ
無
イ
積
リ
テ
ア
リ
マ
ス
。（
傍
線
、
筆
者
。）」

旧
刑
法
草
案
作
成
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
「
佛
國
刑
法
講
義
」
に
お
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
「
此
十
六
歳
六
ヶ
月
ノ
者
ト
二
十
歳
ノ
者

ト
ヲ
比
較
ス
レ
ハ
其
智
慧
ノ
多
少
ハ
固
ヨ
リ
同
等
ニ
論
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
然
ラ
ハ
或
説
ノ
如
ク
三
等
ニ
區
別
ヲ
為
ス
モ
然
ル
可
キ
ナ

リ
」
と
し
て
、
犯
罪
時
の
年
齢
に
応
じ
て
加
刑
を
異
な
ら
せ
る
事
も
妥
当
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
年
齢
に
応
じ
て
一
律
減

刑
を
行
う
規
定
は
問
題
が
あ
る
と
し
た
倉
富
の
発
言
は
興
味
深
い
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
文
中
の
旧
字
、
異
体
字
は
適
宜
常

用
漢
字
に
改
め
て
い
る
。

明治期における刑事事件と未成年者に関する一考察

（阪大法学）５４（３―１３３）７７７〔２００４．９〕




